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共進電機株式会社

　「Ａｌｌ　Ｊａｐａｎ で世界を目指す！」

SIC に新しく入居された企業様をご紹介します。

御技術があり、現在もトンネル内の高圧制御装置や各種検査装置を手
掛けています。
　近年、新規事業として、新エネルギー関連の事業を立ち上げ推進し
ています。具体的には、太陽電池セルやパネルの発電特性評価システ
ムやセルセッターの開発販売を行っています。本製品は独立行政法人
産業技術総合研究所（AIST）と共同開発した革新的I-V計測技術
「KOPEL Method」を太陽電池高速度検査システムに採用する事で
高効率太陽電池セルやモジュールのI-V（※）の高精度測定が可能にな
っています。また、検査速度もシングルラインでタクトタイム1.5秒と
非常に高速です。
　ＳＩＣ－２のテクニカルセンターでは、この高効率太陽光セルを用
いたモジュールの検査装置を設置し、デモと開発を行う予定です。
　また、太陽電池セル用のパルス式検査装置、定常光式検査装置も設
置しておりますのでデータの比較も同時に行えます。海外からも実際
に見に来ていただき、太陽光検査装置の更なる普及に繋げたいと考え
ています。
　そして、２０１４年度は、無料でこの検査装置を使っていただくこ
とを検討しています。

【これからの夢または目標は？】
　２００５年までは日本が世界一であった太陽光パネルの生産ですが、
今や諸外国に押されているのは周知の通りです。本技術は今でも日本
がＮｏ．１だと確信しています。今後は、太陽光パネルの検査装置市
場で日本が世界をリードし、「モノづくり日本」を蘇らせることが目
標です。それには、当社のような中小企業1社で全てを成し遂げるこ
とは出来ません。他の同業社や研究機関との協業や関係強化を図りな
がらAll Japanで市場拡大を目指します。
　社名「共進電機」は、「この会社に集うすべての人々と共に常に前
進する企業でありたい」との思いから命名されました。

共進電機株式会社
ＳＩＣ-１　３１０号室／ＳＩＣ-２　４０６号室
URL：https://www.kyoshin-electric.co.jp/

【所長プロフィール】
共進電機株式会社
（本社：京都市下京区七条御所ノ内西町１８番地）
東京営業所／東京テクニカルセンター　
所長　岩本　和孝（いわもと　かずたか）　
東京都大田区出身　東京理科大　理学部卒業
相模原市西橋本在住　６１歳

　趣味は、旅行とスポーツ。ご出張で国内外へ頻繁に行かれている
岩本さんですが、忙しい出張も「また楽しからずや」のようです。
そしてスポーツは、２９歳までアメリカンフットボールの現役選手、
その後４０歳までコーチを務め、現在は趣味として観戦を楽しまれて
いるそうです。

【センター入居のきっかけは？】
　本社所在地は京都市下京区にあります。太陽電池検査システム開発
のパートナーである八王子市の山下電装㈱との提携拠点や国内外への
開発販売拠点を探していました。また、来訪されるお客様にとっても
自社にとってもアクセスの良い立地条件を求めていました。
　同社の取引先の企業がＳＩＣを知っていたことや、自身も以前から
ＳＩＣを知っていたこと、駅、高速道路、空港までの所要時間などア
クセスや利便性が高く、また他に比べて賃料などの条件が良かった事
などから入居を希望しました。ＳＩＣは、ニュートラル（中立的）な
立場でいいですね。

【事業紹介】
　当社は、昭和２３年に京都市内にて創業しました。創業当初は、
モーターの巻線修理を行い、その後、白黒ブラウン管特性検査装置の
開発を行いました。当社の技術の根幹には、高圧・高周波の電源の制

　　　≪サガツクナビ≫最新情報！
　　　　　「採用直結交流会」（仮称）　開催のお知らせ
● 開催日　平成２６年１０月７日（水）１４：３０～１７：００
● 場　所　サン・エールさがみはら　第一研修室
　現在就活中の大学４年生と２０１５年４月に採用をしたい企業と
の出会いの場を開催いたします。詳細は、後日ご案内いたします。

高効率（高容量）太陽電池モジュールを 50 ms の
パルス照射で正確に計測できる高精度 I-V 検査シス
テムタクトタイムは約 1.5 秒測定と、驚異的な高
スループットを実現しています。

【実験写真】
左側　京都本社　技術グループ
　　　開発課　　　責任者　森島　辰治さん
右側　京都本社　営業グループ　
　　　営業技術課　責任者　倉田　健司さん

実験：光が出ていない時

実験：光が出ている時

　　　　≪子どもアントレ最終日≫　
☆子ども達の成果を見に来てくださ～い！！☆
● 開催日　平成２６年８月１７日（日）１０：３０～
● 場　所　ボーノ相模大野
　８月１５日（金）から２泊３日の「子どもアントレプレナー体験
キャンプ」を開催します。最終日、１７日（日）は販売日です。



編集
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暑中お見舞い申し上げます。暑い日が続きますが、熱中症や夏風邪には十分ご注意ください。さて、夏休みの計画はお済でしょうか。
ＳＩＣは、スタッフが交互に夏休みをいただきますので、カレンダー通りの営業です。７月２９日（火）にDiscount Super Market
オーケー橋本店がオープンしました。  営業時間は８時３０分~２１時３０分、皆さんに便利なお店かも知れません。 　　　　　荻島

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話 :042-770-9119   FAX:042-770-9077  ホームページ： http://www.sic-sagamihara.jp　
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　　≪会社のルールや仕組みを考える会≫最新情報！
　　　　～働きやすい職場づくりを目指しませんか！？～

　社長さん！！お茶を飲みながらの勉強会に参加しませんか！？多少で
はありますが、毎回とっておきのお菓子などでお迎えします！！
　テーマは、「内部統制」！「内部統制」とは、法律や会計基準などの
社外ルールと経営理念、就業規則などの社内ルールに則った経営を行う
こと。今回は、業務管理（会計的視点を中心に）と労務管理に焦点をあて、
自社の「内部統制」の確立に向けた第一歩を踏み出していただきたいと
考えております。

● 講　　　師　川津文武（川津公認会計士事務所　代表）
　　　　　　　上野泰和　（（株）さがみはら産業創造センター）
● 開催日時　　第１回　        ９月    ９日（火）
　　　　　　　 第２回　　    ９月２６日（金）
　　　　　　　 第３回　　１０月１６日（木）
　　　　　　　 第４回　　１１月    ６日（木）
　　　　　　　 第５回　　１２月    ４日（木）
　　　　　　 　各回　１６時００分　-　１８時３０分
● 会　　　場　ＳＩＣ-２　大会議室
● 対象・定員　経営層の方　１２名（先着順　１社２名まで）
●受　講　料　 ２１，６００円（消費税、資料代、お菓子代を含む）
●お申し込み　ＳＩＣＨＰより受講申し込み書をダウンロードし、
　　　　　　　ご記入のうえ、メールにてお申し込みください。

　※詳しくは、後日、ちらしとＨＰ、メールにてご案内いたします。
●お問合せ先：  担当　上野（TEL:042-770-9119　内線 2002）

≪SIC ミニセミナー The HINT １５ ≫
【海外進出（初級編）】

　　　「外国語でのホームページや
　　　　　メールのやり取りの基本」

　グローバル化が進展する中、日本国内の中小企業であっても、海外
の企業や日本の現地法人の企業と外国語でやり取りをする機会が増加
しています。例えば、ホームページから自社製品の問い合わせを英語
で頂いた際に、「質問に対して、英語で的確に答えられているだろう
か。」、また、ホームページでの紹介を英語にした際に、「こちらの伝
えたい意図が、日本語のホームページ通りに英語で伝わっているだろ
うか。」と不安になることもあるかと思います。
　今回のセミナーでは、技術翻訳等に長年携わった講師から、外国語
（英語を中心に解説します。）でのホームページやメールでのポイント
やノウハウをこれまでの実経験を踏まえて提供いたします。

● 講　　師　（株）コンテックス　 
　　　　　　　 代表取締役　近藤　千奈美 氏
● 開催日時　平成２６年９月１８日（木）
　　　　　　　　１７：３０-１９：００
　　　　　　　（個別相談会　１９：００～）
● 会　　場　SIC‐２　大会議室（Ａ）
● 募集人数　２０名（社）（先着順）　無料
●お申し込み・お問合せ先：SIC-１　担当　飯山・五島

SIC ミニセミナー開催予告（詳細は随時ご案内してまいります）
　　The HINT １６　平成２６年１１月１３日（木）【財務編】
　　　　　　　「損益分岐点が分かる !!」
　　The HINT １７　平成２７年１月１５日（木）【デザイン】
　　　　　　　「ものづくり企業のデザイン 活用の秘訣」
　今年度の SIC ミニセミナー「The HINT」開催スケジュールは
ＳＩＣホームページをご覧ください。

ご案内ご案内
○今月の掲載記事紹介○

　７月の新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。ご紹介する記事は、
ＳＩＣ-1 と２に掲示していますので、どうぞご覧ください。

　７月２０日（日）　（株）アートプレシジョン　　相模経済新聞　
　　　　　試作から量産まで。国内外のネットワークをフル活用 

入居企業トピックス入居企業トピックス入居企業トピックス

≪　ごみ出しのルールが変わります　≫
　センターのごみ出しの分別方法が変わります。ご協力をお願い致し
ます。

● 開始日　　　平成２６年８月 11 日（月）より
● 回収曜日　　週３回　　月・水・金　　
　　　　　　　 朝１０時までに所定の場所へお出しください。
● ごみの出し方

　　　　シール枚数の目安　20Ｌ以下　　  １枚
　　　　　　　　　　　　　20Ｌ～ 45Ｌ　２枚
　　　　　　　　　　　　　45Ｌ～ 70Ｌ　３枚
　　　　新聞・ダンボールなど　　　　　  ２枚（Ａ４高さ３０㎝）
　　　　　
●有料回収のもの
　傘、パソコン、プリンター、粗大ごみ（机、キャビネット、書棚等）、
　産業廃棄物は、別途有料での回収となります。事業活動で使用のパ
　ンフレット、封筒類、チラシなどの大量廃棄も含みます。

●回収できないもの
　電気ポット等小型の電化製品、乾電池

●お問合せ先：担当　生井  
（TEL:042-770-9119　内線 1116）

開催内容等、詳しくはＳＩＣホームページをご覧ください。

出し方

一般ごみ
（透明・半透明のビニー
ル袋に入れる）

プラスチック類
ビニール、プラスチック容器、弁当
容器、トレー等

発砲スチロール 大きな物は細かくしてください

ペットボトル 飲料、調味料等

缶・ビン類 飲料、化粧品等

陶磁器類 瀬戸物、湯呑み、皿、花瓶等

ガラス類 コップ、花瓶、板ガラス

その他
刃物、はさみ　それぞれ分類
（新聞紙等で包み、品名を明記）

分類

分類し束ねる

可
燃
ご
み

分類し、透明・半透明の
ビニール袋に入れる

不
燃
ご
み

生ごみ、茶殻、弁当等の残飯、汚れた紙類、雑巾等
繊維くず、割りばし等の木屑、革製品、ゴム製品

新聞

雑誌

その他（菓子等の空き箱、ティッシュの箱）

ダンボール

コピー用紙（再生紙）

お知らせお知らせ


